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17 世紀美術におけるローマの役割






























































15 世紀のフィレンツェ、17 世紀のローマ、そして 19 世紀のパリ、それはヨー
ロッパ美術の比類ない中心地として、特別の意味を持っているのです。







































































明治の岩倉使節団が 1870 年代の初めにローマを訪れるまで、250 年も日本
人でローマに行った者はいなかったのです。
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5）	 Vincenzo	Giustiniani,	Discorsi sulle arti e sui mestieri,	a	cura	di	Anna	Banti,	
Firenze,	1981,	p.45.	ジュスティニアーニの書簡を翻訳し、若干の考察を加え
た、拙論「ヴィンチェンツォ・ジュスティニアーニの書簡」（『成城大学短期
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セレクション」藤原書房 2002 年）291 頁。
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NewYork,	1979,　p.241.
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Enlarged	by	Luisa	Vertova,	Torino,	1989.




第 17・18 号　2012 年　71-97 頁を参照されたい。
15）	Nicolas Berchem, In the Light of Italy,	Ed.	Pieter	Biesboer,	Frans	Hals	
Museum,	Haarlem,	2006.
16）	Michel	Jaffe,	Rubens e l’Italia,	1984	(1977),	Roma,	p.7.
17）	ウィットコーアー『数奇な芸術家たち』122 頁によった。
18）	Nicolas Poussin 1594-1665,	Villa	Medici,	Roma,	1877,	pp.	42-3.
19）	1998 年に西洋美術館で開かれた展覧会のカタログ『イタリアの光　クロード・
ロランと理想風景』を参照されたい。
20）	ベルニーニについては、拙著『ベルニーニ　バロック美術の巨星』（「歴史文
化セレクション」吉川弘文館 2010 年）に概要が述べられている。
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図 1	 フェデリーコ・ズッカリ
	 タッデオにローマを示す
女神ローマ
	 グッゲンハイム美術館
図 2	 フェデリーコ・ズッカリ
	 システィーナ礼拝堂の《最
後の審判》を模写するタッ
デオ
	 グッゲンハイム美術館
図 3	 フェデリーコ・ズッカリ
	 ヴィッラ・ファルネジー
ナのラファエッロの壁画
を模写するタッデオ
	 グッゲンハイム美術館
図 4	 フェデリーコ・ズッカリ
	 ヴァチカンの古代彫刻を模写するタッデオ
	 グッゲンハイム美術館
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図 5	 ヘームスケルク
	 自画像
	 フィッツウィリアム美術館（ケンブリッジ）
図 6	 エルスハイマー
	 貧しい美術家とその家族
	 国立版画素描収集（ミュンヘン）
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図 7	 クロード・デリュエ
	 支倉常長の肖像
	 仙台市美術館
図 8	 ヨール・ファン・クレーフェ
	 キリストの十字架降下（部分）
	 ルーヴル美術館
図10	アゴスティーノ・タッシ
	 慶長遣欧使節
	 クイリナーレ宮（ローマ）
図 9	 アルキータ・リッチ
	 支倉常長の肖像
	 ローマ個人蔵
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図11	ピーテル・ファン・ラール
	 自画像
	 メトロポリタン美術館
図12	パウル・ブリル
	 自画像
	 ロードアイランド・デザイン学校美術館
図13	エルスハイマー
	 自画像
	 ウフィツィ美術館
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図14	カラヴァッジョ
	 ユディットとホロフェルネス
	 バルベリーニ国立美術館
図16	ルーベンス
	 ユディットとホロフェルネス
	 ヘルツォーク・アントン・ウルリッヒ美
術館（ブラウンシュヴァイク） 図17	アルテミシア・ジェンティレスキ
	 ユディットとホロフェルネス
	 カポディモンテ美術館
図15	エルスハイマー
	 ユディットとホロフェルネス
	 ウェリントン美術館（ロンドン）
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図18	パウル・ブリル　メルクリウスとアルゴスのいる風景
	 サバウダ美術館（トリノ）
図19	エルスハイマー　エジプトへの逃避
	 アルテ・ピナコテーク
図20	クロード・ロラン　アエネアスを伴うデロスの眺め
	 ロンドン・ナショナル・ギャラリー
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図21	シモン・ヴーエ　占い師　バルベリーニ国立美術館
図22	ニコラ・プサン　詩人の霊感　ルーヴル美術館
図23	ベラスケス　バッカス　プラド美術館
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図24	ルーベンス
	 茨冠のキリスト
	 グラース市立病院礼拝堂
図25	ピーテル・ファン・ラール
	 酒場で馬鹿騒ぎするバンボッチャンティ
	 アルテピナコテーク
図26	ロランド・ファン・ラール
	 酒場で馬鹿騒ぎをするバンボッチャンティ
	 ローマ美術館（ムゼオ・ディ・ローマ）
